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◼仲松 匠 （Nakamatsu Takumi）
⚫ 所属：KDDI株式会社 ネットワーク開発本部 IPネットワーク部

⚫ 出身：奈良県奈良市
• 京都のおすすめ：蕎麦ぼうろ

◼経歴
⚫ 2013/04 ～ 2017/09 ：KDDIバックボーンネットワークの運用業務

⚫ 2017/10 ～ 2020/03 ：KDDIバックボーンネットワークの開発業務

⚫ 2020/04 ～ 2022/03 ：JCOM株式会社 出向

⚫ 2022/04 ～ 現在 ：KDDIバックボーンネットワークの開発業務

⚫ JANOG歴
• JANOG 54 奈良：ネットワークオペレーションにおける生成AI技術の活用検討について ※NTT-FT様と合同で登壇

– 「LLMマルチエージェントによるネットワークオペレーションの可能性」について発表

自己紹介

https://www.janog.gr.jp/meeting/janog54/genai/
https://www.janog.gr.jp/meeting/janog54/wp-content/uploads/2024/05/janog54-genai-nakamatsu-pre.pdf
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2自律型ネットワークにおけるロングテール問題とは

イベントの

頻度

イベントの

種類

既存ソリューションや自動化
ツールを用いて、比較的容易
に検出・対処が可能な領域

ワールドワイドで数件の
致命的な不具合

既存ルールや自動化が行き届かず、
オペレータによる手動分析やトラブルシューティングが必要な領域

なんらかの

脆弱性

2重故障時に

タイミングイシューで
発生する不具合

ロングテール領域に存在する「未知の不具合」も人手を介さず対処したい！

「発生頻度は極めて低いが、起こると深刻な影響」
を与えるイベントをどのようにして自律的に対処するのか
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3取り組み概要

Agent
#1

Agent
 #3

Agent
#2

せやろか！ せやな！

マルチエージェントによる合議 自律的なイベント対処

「 マルチエージェントによる合議」にて対処方針を検討した後、AIが「 自律的なイベント対処」を実施

複数のLLMエージェントが対処方針について合議

未知の不具合・イベントに対して自律的に対処すべく
LLMベースのAIエージェント※１ 技術の活用を検討

AIエージェントによる対処案の提示と実行

※１ AI技術を用いた特定のタスクを実行するためのエージェント

１ 2

１ 2

Script 作って対処
したらええやん！

人の手によるイベント対応をAIエージェントへ代替する

暫定対処として
xxx の手法が有効です。
適用しますか？

了解。適用して！ User

対処完了しました！AI

AI
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4構成およびデモ

マルチエージェントによる合議 自律的なイベント対処

JANOG 54 発表と同等のエージェントアーキテクチャ

①

エージェント間での議論
モデレータによる議論の集約
議論に必要な追加情報の収集

②

③ 結論提示

議論前提・ルールの準備

結論が出るまで②を繰り返し

①

ユーザへの提案②

対処実行③

解決手法の生成
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Decisions

Actions

Insights

ネットワーク状況の把握
- 異常検知
- トラフィック分析

対応策の確実な遂行
- 作業実施
- 想定外発生時の切り戻し

意思決定
エージェント

分析
エージェント

アクションエージェント

データを基にした判断
- 対応方針決定
- パラメータ決定

AIエージェントの連携によってクローズドループを実現することで
自律的なオペレーションが可能となる

イベント発生

対応方針検討

障害発生・設定変更要求

手順書作成

作業承認

作業実施

結果確認 正常性確認

作業実施可否最終判断

パラメータ決定・検証実施

イベント完了

設定変更

対応要否判断・対応内容決定

対処クローズ

クローズドループ 作業自律化

今後の取り組み

イメージはAppendix１参照
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6まとめ・最後に

まとめ

◼ 「発生頻度は極めて低いが、発生時には深刻な影響をもたらす未知・想定外の事象への自律的対処手法」への対策として、AI

エージェントの活用を検討した

◼ マルチエージェントによる合議のプロセスをデモを通じて紹介、イベント対処用のAIエージェントとの組み合わせにより、「イベ

ント対処の自律化」を示した

◼ 今後、アクションや分析に関するAIエージェントとの連携にて、自律型ネットワークのためのクローズドループの実現を目指す

最後に

◼ 本発表が、自律型ネットワーク実現に向けた具体的な実装に関する議論の活性化に繋がれば幸いです。

• 議論したいこと

✓ 「意思決定」の自動化手法

✓ 「作業承認」のAI化について など

自律型ネットワークにおけるロングテール問題への対策として
LLMベースのAIエージェント活用を示した
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8Appendix 1 ： Actions 実装イメージ （JANOG 54 発表抜粋）

Agent #1
オーケストレーション

UI

Orchestrator

手順書情報

Network

User
Agent #2
デバイス

Agent #3
ポリシー

Agent #4
コンフィグレーション

Agent #5
モニタリング コマンド情報

ポリシー情報

デバイス情報
大阪-奈良間の

BGP設定しといて～

• 「設定しといて～」 
⇒「作業」フラグ on

• 「大阪-奈良間のデバイス」 
⇒ Agent #2 に確認

• 「大阪-奈良間の接続ポリシー」 
⇒ Agent #3 に確認

• 「BGP設定」 
⇒ Agent #4 に依頼

etc.

etc.

エージェント情報

…

etc.

etc.

etc.

etc.

複数のエージェントを協調させることで抽象的な指示でもタスクを遂行

• 「大阪のデバイス」 
⇒ Hostname : osakaRT

• 「奈良のデバイス」 
⇒ Hostname: naraRT

• 「大阪-奈良間の接続ポリシー」 
⇒ KANSAI01

• 「 KANSAI01 のBGP接続手順」 
⇒ 1-1-2_BGP接続手順_関西

• 「 1-1-2_BGP接続手順_関西 の実施」
⇒ 状態異常なしオーケストレータ経由での

設定変更

IPNW LLM-based Multi-Agents
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